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1. IBMにおけるHL7 FHIRに関する取り組みの概要

1. 電子カルテFHIRサーバー（※）
弊社電子カルテの診療データをHL7 FHIRのREST APIで取得できるファサード型のFHIRサーバー

2. 上記FHIRサーバーでのFHIRベースの厚労省標準規格への対応
（診療情報提供書、退院時サマリー、処方情報）

3. SS-MIX2 FHIRサーバー（※）
SS-MIX2標準化ストレージの診療データをHL7 FHIRのREST APIで取得できるファサード型の
FHIRサーバー

4. 高機能電子カルテチャート（AiMeDics）（※）
HL7 FHIRをデータソースとする高機能な症例ビューア

5. 多施設臨床研究用データ収集基盤（※）
上記のFHIRサーバーを利用してグループ病院の診療データを収集し、仮名化した上で中央の
FHIRリポジトリに登録して、臨床研究で活用できるようにする情報基盤

6. その他
民間保険診断書のデジタル化PoC、COPD再入院・死亡リスク予測、ダイナミック症例サマリ、
など

※：今回ご紹介
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2.1 電子カルテFHIRサーバー

⚫ 弊社電子カルテCISの診療データをHL7 FHIRのREST APIで取得できるファサード
型のFHIRサーバーで、様々な目的のために汎用的に使用することを想定している

⚫ ファサード型のため、専用のストレージや事前の出力などの作業が必要なく、導
入が容易に行え、仕様変更や機能拡張にも対応しやすい

⚫ オープンソースのHAPI FHIRをライブラリとして利用し、HAPIで用意されている
HAPI Plain Serverに電子カルテ用のアダプタを組み込む形で実装

⚫ 現時点では、後述する21種類のFHIRリソースの検索(R)のみに対応

⚫ HL7 FHIR日本実装検討WGが策定した「JP Core V1.1.1」に暫定対応

⚫ すでに10近い顧客病院に導入済で、臨床研究や医療DXなどでの利活用を開始

クライアント 電子カルテDB
サーバー

（ファサード型）

その場で電子カルテ
データをFHIR変換
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2.1 電子カルテFHIRサーバー

電子カルテFHIRサーバーの構成とデータの流れ

CIS FHIR Server
(AIX/Linux/Windows)

Client
(Windows/Smartphone)

FHIR Server
(HAPI Plain Server)

REST/JSON

WEB Server 
(Apacheなど)

JDBC/SQL

①FHIRのREST 
APIでデータ参照

CDSSや各種
ビューアなど

CIS FHIRアダプタ

MyBatis

CIS DB Server
(AIX)

HAPI 
FHIR

⑥JSONないしXML
に変換されて返る

稼働するプラットフォー
ムは比較的自由

電子カルテDB 
(DB2)

AP Server (Tomcat/Java)

②FHIRアダプタに検
索条件が渡る

③電子カルテDBから
データ取得

④FHIRデータモデルに
変換

⑤検索条件に合うオブ
ジェクトのリストを返す
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2.1 電子カルテFHIRサーバー

電子カルテFHIRサーバーが対応しているリソース①
リソース 内容

AllergyIntolerance アレルギー

Bundle 処方情報、診療情報提供書、退院時サマリー

Condition 病名登録、プロブレム、依頼病名、入院時病名、入院中主病名、サマリー病名、手術病名、
DPC病名

Coverage 保険

DocumentReference 診療記録の添付ファイルや添付画像

Encounter 入退院（病床移動歴含む）、病床マップ、診療予約

FamilyMemberHistory 家族歴、看護家族情報

Immunization ワクチン接種歴

Location 病棟、病室、病床マスター

Medication 薬剤マスター

MedicationAdministration 処方実施、注射実施

MedicationRequest 処方オーダ、注射オーダ

Observation 検体検査結果、患者プロフィール（一部）、バイタルサイン、看護観察項目（一部）、看護
サマリー

厚労省標準に準拠

様々な病名情報
に対応

様々な結果情報
が混在する

太字：JP Coreのプロファイルに準拠
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2.1 電子カルテFHIRサーバー

電子カルテFHIRサーバーが対応しているリソース②
リソース 内容

Organization 診療科情報

Patient 患者基本情報

Practitioner 職員情報

Procedure 手術結果、処置結果、DPC手術処置

Questionnaire テンプレート雛形

QuestionnaireResponse テンプレート入力データ

ServiceRequest 各種オーダ（明細なし）

Specimen 検体情報

太字：JP Coreのプロファイルに準拠
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2.1 電子カルテFHIRサーバー

リソース 検索パラメータ

AllergyIntolerance identifier, patient

Bundle identifier, composition.patient[+composition.date][+composition.type], 
composition.date[+composition.type]

Condition identifier, patient[+onset-date][+recorded-date][+category]

Coverage identifier, patient

DocumentReference identifier, patient[+date], date

Encounter identifier, patient[+date][+class][+type][+practitioner], date[+class][+type][+practitioner]

FamilyMemberHistory identifier, patient[+date]

Immunization identifier, patient

Location identifier, partof[+name]

Medication identifier, [+code][+form][+status]

MedicationAdministration identifier, patient[+effective-time][+category]※[+code]*[+_lastUpdated]

MedicationRequest identifier, patient[+date][+category][+authoredon][+code]*[+_lastUpdated], 
date[+category][+authoredon][+code]*[+_lastUpdated]

基本的にはpatientパラメータ
が必須だが、一部省略可

太字：各系列での必須パラメータ、[]:各系列での省略可能パラメータ、*:複数コードOR指定可能パラメータ、※：独自のパラメータ

電子カルテFHIRサーバーが対応している検索パラメータ①

差分出力への対応

データ種別の絞込み
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2.1 電子カルテFHIRサーバー

リソース 検索パラメータ

Observation identifier, patient[+date][+category][+code]*[+_lastUpdated], 
date[+category][+code]*[+_lastUpdated]（検体検査結果のみ）

Organization identifier, partof

Patient identifier, [+family][+given][+birthdate][+gender][+telecom][+address][+active] 
[+_lastUpdated]

Practitioner identifier, [+family][+given]

Procedure identifier, patient[+date][+category][+code]*[+_lastUpdated], 
date[+category][+code]*[+_lastUpdated]（DPC病名、処置のみ）

Questionnaire identifier, name

QuestionnaireResponse identifier, patient[+authored][+author][+questionnaire][+_lastUpdated], 
authored[+author][+questionnaire] [+_lastUpdated]

ServiceRequest identifier, patient[+occurrence][+category][+_lastUpdated], 
occurrence[+category][+_lastUpdated]

Specimen identifier

太字：各系列での必須パラメータ、[]:各系列での省略可能パラメータ、*:複数コードOR指定可能パラメータ

電子カルテFHIRサーバーが対応している検索パラメータ②
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2.2 SS-MIX2 FHIRサーバー

⚫ SS-MIX2標準化ストレージの診療データをFHIRのRESTインターフェースで直接
取得するためのファサード型のFHIRサーバー

⚫ FHIRサーバーに未対応の電子カルテでも、SS-MIX2の出力に対応していれば、診
療データをFHIR形式で容易に取り出すことができる

⚫ 現在対応しているリソースは10種類（後述）で、検索(R)のみに対応

⚫ HL7 FHIR日本実装検討WGで策定した「JP Core V1.1.1」に暫定対応

⚫ 新たにトランザクションストレージやインデックスデータベースに対応し、それ
らのある環境では差分での出力や患者をまたがる検索が可能

⚫ すでに数件の契約をいただいており、実環境への導入も進んでいる

クライアント SS-MIX2
標準化ストレージ

サーバー
（ファサード型）

その場でSS-MIX
データをFHIR変換
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2.2 SS-MIX2 FHIRサーバー

SS-MIX2 FHIRサーバーが対応しているリソース
リソース 内容

AllergyIntolerance アレルギー(ADT-61)

Condition 病名(PPR-01)

Coverage 保険(ADT-00)

Encounter 入院(ADT-22)、退院(ADT-52)、外来診察(ADT-12)

MedicationAdministration 処方実施(OMP-11)、注射実施(OMP-12)

MedicationRequest 処方オーダ(OMP-01)、注射オーダ(OMP-02)

Observation 検体検査結果(OML-11)、患者プロフィール(ADT-00)

Patient 患者基本情報(ADT-00)

Procedure 放射線実施(OMG-11)、内視鏡実施(OMG-12)

ServiceRequest 検体検査オーダ(OML-01)、放射線オーダ(OMG-01)、内視鏡オーダ(OMG-
02)、生理検査オーダ(OMG-03)

電子カルテよりは取得できる
情報の種類は少なくなる

太字：JP Coreのプロファイルに準拠
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太字：各系列での必須パラメータ、[]:各系列での省略可能パラメータ、*:複数コードOR指定可能パラメータ、
※：独自に定義したパラメータ

2.2 SS-MIX2 FHIRサーバー

SS-MIX2 FHIRサーバーが対応している検索パラメータ
リソース 検索パラメータ

AllergyIntolerance identifier, patient[+_lastUpdated]

Condition identifier, patient[+_lastUpdated]

Coverage identifier, patient[+_lastUpdated]

Encounter identifier, patient[+class][+type][+date] [+_lastUpdated]

MedicationAdministration identifier, patient[+category]※[+effective-time][+code]*[+_lastUpdated]

MedicationRequest identifier, patient[+category][+authoredon][+code]*[+_lastUpdated]

Observation identifier, patient[+category][+date][+code]*[+_lastUpdated]

Patient identifier[+_lastUpdated]

Procedure identifier, patient[+category][+date][+code]*[+_lastUpdated]

ServiceRequest identifier, patient[+category][+authoredon] ※[+_lastUpdated]

標準化ストレージの構造上の制約により、ほ
ぼすべてのリソースでpatientの指定が必須

一部の検索パラメータは
独自に定義

患者ID、データ種別、診
療日での検索が可能
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2.3 高機能電子カルテチャート（AiMedics※）

⚫ 電子カルテの診療情報を俯瞰的に参照することを目的としたWebアプリ

⚫ FHIRサーバーから直接REST APIでFHIRリソースを取得して利用する

⚫ 以下の情報を４つのペインで表示する

◆患者基本情報(Patient)
◆病名(Condition)
◆薬剤（処方、注射）(MedicationRequest, MedicationAdministration)
◆入退院、外来診察(Encounter)
◆検査結果(Observation)

⚫ 音声やスクリプトでの操作や、選択した薬剤や検査結果のグラフ表示にも対応

※ AiMedicsは、東大病院大江研究室とソフトバンクとの共同研究事業の一部を日本IBMが受託し、共同開発している成果物です。
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患者基本情報
（Patient）

経過表で選択した
項目の推移を表示

経過表で選択した
日付の明細を表示一日詳細

入退院、外来診療
(Encounter)

時系列な分布を
概観できる

病名(Condition)、
薬剤情報(MedicationRequest)、
検体検査結果(Observation)、
各種オーダー(ServiceRequest)

を温度板形式で表示

ナビゲーション

経過表

項目遷移

2.3 高機能電子カルテチャート（AiMedics）
画面構成と使用するリソース

グラフ表示
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2.4 多施設臨床研究用データ収集基盤

データ収集基盤の概要

⚫ グループ病院内の複数の医療機関から、臨床研究用のデータをFHIRリソースの
形で収集するための基盤

⚫ 臨床研究ごとに、収集対象患者の情報（患者ID、仮名化ID、収集期間、同意有無）や収
集対象データ（リソース名、カテゴリー、項目コード）を管理する

⚫ 各施設に設置したファサード型のFHIRサーバーを利用して電子カルテから対象
データを収集する

⚫ 収集したFHIRリソースは仮名化※を行った上でリポジトリ型FHIRサーバーに保
存する（※患者ID、患者名、生年月日の日部分、電話番号、住所を削除し、仮名化IDを付与）

⚫ ユーザーごとに設定された権限に基づいて、FHIR対応の簡易症例ビューアや高
機能症例ビューアでの閲覧、CSVファイルでの出力が行える
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2.4 多施設臨床研究用データ収集基盤

臨床研究センター

利用者環境
(施設内) 簡易

症例ビューア
高機能

症例ビューア

リポジトリ型
FHIRサーバー
(HAPI FHIR)

本院（IBM）

CIS FHIR
サーバー

A病院（F社）

CIS
DB

SS-MIX2 
FHIRサーバー

SS-
MIX2

解析ツール
（OMOPなど)

解析ツールUI

CSV
利用者個人の
解析ツール

• 臨床研究の基本情報の管理
• 対象患者の医療機関、患者ID,仮名化IDの管理
• 収集データ項目のセットの管理
• 仮想FHIRサーバーからのデータ取得と仮名化
• リポジトリ型FHIRサーバーへの登録

• 臨床研究ごとの仮
名化データの管理

呼出

• 医療機関ごとにFHIR
サーバーを呼び分け

IPSec-VPN

• 利用者認証
• 臨床研究選択
• 患者選択
• 症例情報の簡易表示
• 高機能症例ビューア呼出
• CSVファイルへのエクスポート

臨床研究管理
ツール

仮想FHIR
サーバー

：FHIRサーバー

：クライアント系ツール

：解析系ツール

：その他・管理系ツール

• 臨床研究情報
• 対象患者情報
• 収集データ項目セット情報
• アクセス権限情報

B病院（N社）

SS-MIX2 
FHIRサーバー

SS-
MIX2

• AiMeDicsを使用
• 温度板形式やタイムライン
形式でデータを表示

C病院など（2023年接続予定）

SS-MIX2 
FHIRサーバー

SS-
MIX2

全体イメージ
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2.4 多施設臨床研究用データ収集基盤

プルダウンで臨床研究
を選択する（必須）

プルダウンで施設を選
択する（オプション）

選択した臨床研究、
施設の仮名化された
患者の一覧が表示さ
れる

選択した患者の処方、注射、検体検査
結果、病名の一覧をタブで切り替えて表
示する（全患者の表示も可能）

一覧の内容をCSV
ファイルに出力する

期間や項目名などで絞り込む

高機能症例ビューアで選
択した患者を表示する

選択した患者のアレルギーや入退
院歴が表示される

簡易
症例ビューア
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2.4 多施設臨床研究用データ収集基盤
簡易症例ビューアで選択した仮名化患
者のデータをグラフィカルに表示する

温度板形式で病名、処方・注射、
検体検査結果の情報を表示する

温度板で選択した項目の時系
列の推移

温度板で選択した日付の項目
の一覧

タイムライン形式で病名、処方・注射、
検体検査結果の分布を表示する

タイムライン形式で外来診療や
入退院を表示する

高機能
症例ビューア

AiMedicsを使用
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3. 社会実装にあたっての主な課題と考察
1. 複数のデータ種別を記述できるObservationなどをFHIRサーバーから取得する際にそれらを区別
する方法が標準化されていない。

2. FHIRサーバーから定期的に差分データとして取得する方法が標準化されていない。また、その
機能を実装することも容易ではない。

3. ユースケースによっては検査やオーダなどのまとまった単位で情報を扱う必要があるが、その方
法がほとんど標準化されていない。

4. 入外区分や診療科など、ユースケースによっては必要なデータ項目を記述する方法が標準化され
ていない。

→ 標準化の問題は、今後JP Coreやユースケースごとの標準仕様を検討する中で解決すべきである。
（ObservationについてはJP Core V1.1.2で一部解決済）

→ 差分出力の実装が難しい問題は、SS-MIX2 出力で採用している方法（テーブルの更新をトリガー
で検出してログテーブルに出力する）であれば、大掛かりにはなるものの対応は可能。
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3. 社会実装にあたっての主な課題と考察
5. 臨床研究の対象患者の候補を絞り込む、いわゆるリクルーティングに使用するには、 FHIRで定
義されている検索パラメータは機能的に不十分と思われ、実装も容易ではない。

→ FHIRでの対応は難しいのではないか。電子カルテと同期したDWHを活用する、OMOP-CDMに
登録後ATLAS などのツールを利用する、などの方法が考えられる。

6. 臨床研究で利用するには薬剤や検査項目などが標準コードで出力される必要があるが、実際の医
療機関ではローカルコードしか出力できていないことが多い。

→ 根深い問題で解決が難しい。暫定対応として、弊社のSS-MIX2 FHIRサーバーでは、臨床研究で
利用する薬剤や検査項目の限られたセットについて、マッピング表に基づき標準コードを付加し
て出力する機能を実装している。

7. 臨床研究等のために大量の診療データを出力するのには、FHIRのREST APIは適していない。
→ 以下の対応方法が考えられ、一部対応を始めている。

1. DB アクセスを最適化してレスポンスを早くする
2. 臨床研究用に専用のFHIRサーバーを用意する
3. 検索(search)と取得(read)で情報の詳細度を変えて検索処理を軽くする
4. 根本的な対応策として、FHIR Bulk Data APIに対応したFHIR サーバーを開発する
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4. おわりに

⚫ IBMでのFHIR に関する取り組みについて紹介し、その中で浮かび上がってきた
課題について取り上げ、原因や対応策について考察した。

⚫ 標準化に関する課題については、JAMIのHL7 FHIR 日本実装検討WGや、場合
によってはJAHISでの標準化活動の中で取り組んでいきたい。

⚫ FHIR サーバーの実装に関する課題については、様々なユースケースで利用を進
める中で１つ１つ取り組み、社会実装で十分実用に耐えうるものに改善してい
きたい。
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（以下、補足資料）
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ファサード型とリポジトリ型

⚫ ファサード型：クライアントからの要求時に、その場で電子カルテDBから必
要な情報を取得し、FHIRリソースに変換して返す

⚫ リポジトリ型：あらかじめFHIRに変換して保存しておき、クライアントから
の要求時には保存しておいたものをそのまま返す

クライアント 電子カルテDB
サーバー

（ファサード型）

その場で変換

クライアント 電子カルテDB
サーバー

（リポジトリ型）

リポジトリ

変換/登録
ツール

あらかじめ変
換して保存
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ファサード型とリポジトリ型の比較

比較の観点 ファサード型 リポジトリ型

データのリアルタイム性 ◎ ほぼリアルタイム △ 登録に時間がかかる

データの訂正や仕様変更 〇 プログラムないしマスターを修正す
るだけで済む

✕ 修正したデータを個別に登録し直
す必要がある

検索時のレスポンス △ その場で変換するため比較的遅い ◎ 事前に変換済みのため早い

検索パラメータの実装 △ 個別に実装する必要があり、複雑な
ものは困難（HAPI FHIRの場合）

◎ 汎用的に実装されており、複雑な
ものでも利用可能（HAPI FHIRの
場合）

検索パラメータの自由度 △ 電子カルテDBの構造に制約を受ける
(patientが必須など)

〇 検索に適したDB構造にできる

複数のプロファイル（仕
様）への対応

〇 インスタンスを分ければ対応可能 △ インスタンスを分けた上で、それ
ぞれデータを登録する必要がある

複数のデータセットへの
対応

✕ 検索条件などで仮想的に設定するぐ
らいしかできない

〇 インスタンスを分ければ対応可能


	Instructions
	スライド 1: 公募シンポジウム６ FHIRに準拠したシステムの社会実装における利点と課題   3-B-1-01 IBMにおけるHL7 FHIRへの取り組み状況について
	スライド 2
	スライド 3: 目次
	スライド 4: 1. IBMにおけるHL7 FHIRに関する取り組みの概要
	スライド 5: 2.1 電子カルテFHIRサーバー 
	スライド 6: 2.1 電子カルテFHIRサーバー
	スライド 7: 2.1 電子カルテFHIRサーバー
	スライド 8: 2.1 電子カルテFHIRサーバー
	スライド 9: 2.1 電子カルテFHIRサーバー
	スライド 10: 2.1 電子カルテFHIRサーバー
	スライド 11: 2.2 SS-MIX2 FHIRサーバー 
	スライド 12: 2.2 SS-MIX2 FHIRサーバー 
	スライド 13: 2.2 SS-MIX2 FHIRサーバー 
	スライド 14: 2.3 高機能電子カルテチャート（AiMedics※）
	スライド 15: 2.3 高機能電子カルテチャート（AiMedics）
	スライド 16: 2.4 多施設臨床研究用データ収集基盤
	スライド 17: 2.4 多施設臨床研究用データ収集基盤
	スライド 18: 2.4 多施設臨床研究用データ収集基盤
	スライド 19: 2.4 多施設臨床研究用データ収集基盤
	スライド 20: 3. 社会実装にあたっての主な課題と考察
	スライド 21: 3. 社会実装にあたっての主な課題と考察
	スライド 22: 4. おわりに
	スライド 23
	スライド 24: （以下、補足資料）
	スライド 25: ファサード型とリポジトリ型
	スライド 26: ファサード型とリポジトリ型の比較


